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6
今回はこれがポイント!

総額５億8,522万円の補正予算を可決
６月定例会議では、市長提出議案12件、議会提出議案１件について審議しました。
浜田市人権を尊重するまちづくり条例は人権尊重のまちづくりを推進するために、あらゆる差別および偏
見の解消を図り、すべての人がお互いの人権を尊重し、多様性を認め合う社会の実現を目指すものです。
令和５年度浜田市一般会計補正予算（第２号）の石見まちづくりセンター（仮）長沢サブセンター整備事
業では、管轄面積が広い石見地区の拠点機能の拡充と防災拠点としてキヌヤ長沢店の敷地内に新規整備事
業費として１億4,081万円（地方債１億4,070万円、一般財源11万円）が計上されました。
令和５年度浜田市一般会計補正予算（第３号）は、国（観光庁）の事業を活用し美又温泉、旭温泉の高付
加価値化に向け、地域内の宿泊施設や観光施設が一体となって取組む事業として、２億7,867万円が計上
されました。両温泉エリアの活性化に期待します。全ての議案を全会一致で可決しました。また、今定例
会議も福祉環境委員会と産業建設委員会の委員会代表質問もあり、深みのある一般質問となりました。

トピックス

地
域
と
官
民
連
携
で

美
肌
の
聖
地
と
し
て
の
復
興
を
目
指
す

問
補
助
対
象
の
施
設
の

う
ち
２
施
設
の
運
営

は
、
市
外
に
本
社
が
あ
る
事

業
所
の
よ
う
で
す
が
、
地
域

経
済
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

答
①
ほ
ぼ
全
て
地
元
で

の
雇
用
と
な
る
こ

と
、
②
発
注
に
関
し
て
地
元

業
者
へ
の
発
注
を
要
望
し
た

と
こ
ろ
承
諾
を
得
た
こ
と
、

③
地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
温

泉
地
再
生
に
取
組
ん
で
も
ら

う
こ
と
、
と
い
う
３
点
が
確

認
で
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ら
の
施
設
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
高
付
加
価
値
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
既

存
の
宿
泊
施
設
へ
の
入
客
数

美
又
温
泉
、
旭
温
泉
は
、

以
前
か
ら
美
肌
の
湯
と
し

て
知
ら
れ
、
泉
質
の
良
さ

に
定
評
が
あ
る
も
の
の
、

温
泉
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
や
知
名
度

の
低
さ
か
ら
入
り
込
み
客

数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

島
根
県
を
代
表
す
る
温
泉

施
設
の
再
生
に
向
け
、
地

域
内
の
４
事
業
者
が
５
施

設
の
高
機
能
化
、
高
付
加

価
値
化
を
図
る
た
め
、
令

和
５
か
ら
７
年
度
に
行
う

改
修
工
事
な
ど
に
対
し
、

観
光
庁
の
事
業
を
活
用
し

総
事
業
費
の
６
分
の
５
を

国
、
県
、
市
が
支
援
し
、

国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
内
の

遊
休
施
設
の
解
体
、
外
湯

の
整
備
、
客
室
、
風
呂
の

改
修
、
新
規
に
簡
易
宿
泊

施
設
の
整
備
を
行
い
ま

す
。
温
泉
地
と
し
て
の
魅

力
化
を
図
り
地
域
経
済
の

回
復
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

り
ま
す
か
？

答
高
付
加
価
値
の
美
肌

観
光
、
通
常
の
宿

泊
、
簡
易
宿
泊
と
い
う
三
つ

の
選
択
肢
で
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
宿
泊
客
は
増
え

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
美
又
国
民
保
養
セ
ン

タ
ー
の
改
修
で
保
有

す
る
施
設
が
増
え
る
よ
う
で

す
が
、
運
営
は
ど
う
な
り
ま

す
か
？

答
現
在
の
指
定
管
理
終

了
後
は
複
合
的
な
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
検
討
す
る
予

定
で
、
３
年
後
の
運
営
は
一

本
化
を
考
え
て
い
ま
す
。

かくれの里ゆかり

金城観光ホテル
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トピックス

元
Ｗ
Ｂ
Ｃ
監
督
栗
山
英
樹
氏

ひ
と
づ
く
り
講
演
会
開
催

２
０
２
３
年
Ｗ
Ｂ
Ｃ
ワ
ー

ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
日
本
代
表
チ
ー

ム
を
優
勝
に
導
い
た
元
監

督
の
栗
山
英
樹
氏
を
浜
田

に
招
き
、「
ひ
と
づ
く
り

特
別
講
演
会
」
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
全
国
で
講
演
依
頼
が

殺
到
し
て
い
る
栗
山
元
監

督
で
す
が
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本

代
表
チ
ー
ム
の
外
野
守

備
・
走
塁
コ
ー
チ
で
出
場

し
た
浜
田
市
出
身
の
清
水

雅
治
氏
が
５
月
13
日
に

行
っ
た
講
演
会
の
中
で
、

栗
山
元
監
督
を
絶
賛
す
る

と
と
も
に
浜
田
市
へ
の
招

聘
を
提
案
さ
れ
実
現
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

８
月
20
日
に
県
立
大
学
講

堂
で
、
６
０
０
人
程
度
で

無
料
開
催
し
ま
す
。
栗
山

英
樹
氏
の
人
材
育
成
の
考

え
方
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手

法
等
に
つ
い
て
市
民
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
、
ま
ち
づ
く

り
団
体
な
ど
各
種
団
体
の

ひ
と
づ
く
り
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

問
講
演
会
の
主
催
組
織

や
予
算
は
ど
う
な
り

ま
す
か
？

答
主
催
は
浜
田
市
、
教

育
委
員
会
、
浜
田
商

工
会
議
所
、
石
央
商
工
会
、

浜
田
市
体
育
協
会
、
浜
田
市

校
長
会
、
浜
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
な
ど
で
つ
く
る
「
浜
田

市
ひ
と
づ
く
り
特
別
講
演
会

実
行
委
員
会
」
で
す
。

　

予
算
に
つ
い
て
は
浜
田
市

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
か
ら
２

５
０
万
円
を
拠
出
し
ま
す
。

内
訳
は
、
講
師
料
等
事
業
費

と
し
て
２
０
０
万
１
千
円
。

会
場
借
上
料
等
事
務
費
と
し

て
49
万
９
千
円
で
す
。

問
今
注
目
の
講
師
を
お

呼
び
す
る
の
に
、
募

集
定
員
が
６
０
０
人
程
度
と

は
少
な
い
と
感
じ
ま
す
が
ど

う
し
て
で
す
か
？

答
講
演
会
の
開
催
に
当

た
り
栗
山
氏
の
多
忙

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
８

月
20
日
し
か
日
程
が
取
れ
な

い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
既
に

石
央
文
化
ホ
ー
ル
は
予
約
が

入
っ
て
お
り
、
そ
の
他
市
内

施
設
や
周
辺
施
設
を
検
討
し
、

最
も
収
容
人
数
が
多
い
県
立

大
学
講
堂
を
確
保
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
定
員
が
６
０
０

人
と
な
り
ま
し
た
。

４月臨時会議および６月定例会議で賛否が分かれた議案は
ありませんでした。各議員の賛否や反対理由、請願・陳情
審査結果、討論などの詳細は、市議会ホームページをご覧
ください。

議案等の

賛否の公開

令和５年４月　●臨時会議●　市長提出議案１件
令和５年６月　●定例会議●　市長提出議案12件　議会提出議案１件

請願・陳情について審査しました 請願１件 陳情21件

請願の内容 提出者 結果

浜田市立原井幼稚園跡地払い下げに関す
る請願について

社会福祉法人浜田ひかり保育所
理事長　竹山　勝彦

浜田市原町
採択
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浜田市議会はSDGs（持続可能な開発目標）を推進しています。
質問内容をSDGsの17のゴールで分類しています。

こちらから動画をご覧ください。

Q
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、

国
内
の
熱
中
症
死
亡
者
数
が

千
人
を
超
え
る
年
が
頻
発
し

て
い
る
。
熱
中
症
弱
者
と
呼

ば
れ
る
高
齢
者
や
慢
性
疾
患

の
あ
る
方
な
ど
に
対
す
る
熱

中
症
予
防
の
取
組
は
。

A
予
防
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ

ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情

報
発
信
や
、
出
前
講
座
、
健

康
教
室
で
説
明
し
て
い
る
。

Q
各
地
域
で
行
わ
れ
る
サ
ロ

ン
活
動
の
場
で
、
啓
発
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
こ
と
も
有
効

と
考
え
る
が
取
組
状
況
は
。

A
よ
り
多
く
の
高
齢
者
へ
の

周
知
は
重
要
で
あ
る
。
サ
ロ

ン
な
ど
の
代
表
者
へ
の
情
報

提
供
や
、
声
掛
け
の
協
力
を

行
っ
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
総
合
防
災
訓
練
の
周
知

・
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
（
人
生
会
議
）
の

周
知

三浦 大紀

柳楽 真智子

川神 裕司

すべての人に健康と福祉を

「こどもまんなか」を浜田でも

熱中症予防の行動につながる情報発信を

地域医療の向上へ全力で挑戦せよ!

Q
こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
置
な

ど
、
国
の
動
き
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

A
浜
田
市
で
も
子
ど
も
に
関

す
る
取
組
を
さ
ま
ざ
ま
に
行

っ
て
い
る
。
全
て
の
部
署
に

お
い
て
重
要
な
テ
ー
マ
。

Q
５
カ
月
乳
児
検
診
以
降
、

産
婦
お
よ
び
乳
幼
児
と
の
接

点
が
減
る
。
経
済
的
支
援
と

プ
ッ
シ
ュ
型
ケ
ア
の
両
側
面

か
ら
、
ゼ
ロ
歳
児
を
対
象
に
、

お
し
り
ふ
き
の
定
期
宅
配
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。
出
生
数

３
０
０
人
で
試
算
す
る
と
年

間
約
６
５
０
万
円
。
ま
ち
（
社

会
）
が
祝
福
の
思
い
を
伝
え

る
手
段
と
し
て
も
有
効
。

A
検
討
す
る
。

Q
済
生
会
江
津
総
合
病
院
が

分
娩
業
務
を
中
止
さ
れ
、
医

療
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
体
制

と
し
て
問
題
な
い
か
。

A
対
応
可
能
と
聞
い
て
い
る
。

Q
地
方
都
市
で
開
業
医
の
減

少
が
課
題
で
あ
る
。「
開
業
医

誘
致
推
進
事
業
」
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
補

助
金
制
度
で
効
果
を
出
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
当
市

も
挑
戦
し
た
ら
ど
う
か
。

A
以
前
産
婦
人
科
医
院
誘
致

に
補
助
金
活
用
の
提
案
を
し

た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
今

後
全
国
の
事
例
を
参
考
に
関

係
機
関
等
と
研
究
す
る
。

Q
看
護
士
が
医
療
機
器
を
乗

せ
た
移
動
診
療
車
に
搭
乗
し
、

遠
隔
地
診
断
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
医
師
の
診
断
を
行
う
「
医

療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
が
評
価
さ
れ

て
い
る
が
、
導
入
の
考
え
は
。

A
画
期
的
シ
ス
テ
ム
と
認
識

し
て
い
る
。
全
国
の
動
向
を

注
視
し
、
今
後
研
究
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
石
見
神
楽
も
の
づ
く
り
文

化
財
指
定
の
早
期
実
現

・
人
口
減
少
対
策
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永見 利久

働きがいも経済成長も

農業の補助制度 個人経営者への対応は
Q
農
業
関
係
の
補
助
制
度
の

対
象
は
、
認
定
農
業
者
・
新

規
就
農
者
・
集
落
営
農
組
織

で
あ
る
。
個
人
経
営
者
へ
の

対
応
は
。

A
個
人
経
営
者
へ
は
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
や

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制

度
お
よ
び
最
適
土
地
利
用
対

策
等
の
制
度
を
活
用
し
た
取

組
の
拡
大
に
努
め
る
。

Q
担
い
手
確
保
対
策
の
兼
業

農
家
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組

み
づ
く
り
は
。

A
他
市
の
事
例
も
参
考
に
し
、

Ｊ
Ａ
営
農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

す
る
。

Q
農
業
用
機
械
整
備
事
業
は

終
了
し
た
。
そ
れ
に
代
わ
る

畦
畔
な
ど
の
草
刈
り
機
や
、

そ
の
他
機
械
購
入
支
援
は
。

A
畦
畔
維
持
や
作
業
の
省
力

化
の
た
め
の
機
械
購
入
は
必

要
で
、
支
援
策
は
検
討
す
る
。

佐々木 豊治

川上 幾雄

村武 まゆみ

質の高い教育をみんなに

不登校の子どもたちが集えるフリースクールを

市内にある約３万点の歴史資料の今後

こどもまんなかの幼児教育を！

Q
増
加
す
る
不
登
校
の
児
童

生
徒
へ
の
対
応
策
と
し
て
、

校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
設

置
し
、
居
場
所
づ
く
り
を
早

急
に
検
討
す
べ
き
と
思
う
。

前
回
も
先
進
自
治
体
の
取
組

を
紹
介
し
た
が
、
岡
崎
市
で

は
今
年
度
、
中
学
校
全
校
に

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
設
置
目

標
と
さ
れ
て
い
る
。

「
適
応
す
る
の
は
生
徒
で
は
な

く
学
校
」、「
通
常
教
室
と
同

じ
教
室
と
し
て
扱
う
」
な
ど

の
取
組
で
、
不
登
校
生
徒
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。
浜
田
市

で
も
不
登
校
の
生
徒
が
集
え

る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
設
置
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

A
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を

学
校
内
に
つ
く
る
こ
と
は
大

切
と
考
え
る
が
、
担
任
を
配

置
す
る
余
裕
が
な
い
。
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
と
思
う
が
校
長

会
な
ど
で
意
見
を
聞
く
。

Q
浜
田
市
に
お
け
る
、
約

３
万
点
の
歴
史
的
資
料
の
管

理
は
ど
う
す
る
の
か
？

A
全
部
適
切
に
管
理
す
べ
き

だ
が
そ
こ
ま
で
手
が
回
っ
て

い
な
い
。
究
極
的
に
は
全
部

適
切
に
管
理
す
べ
き
も
の
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

Q
管
理
す
べ
き
も
の
だ
が
、

そ
の
前
に
は
文
化
財
と
し
て

の
評
価
が
必
要
。
こ
の
評
価

を
担
う
部
署
は
ど
こ
か
？

A
教
育
部
文
化
財
係
で
保
護

法
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

管
理
保
護
に
努
め
て
い
る
。

Q
文
化
財
係
は
係
長
を
含
め

３
人
。
他
に
も
存
在
す
る
資

料
を
含
め
可
能
か
？

A
昨
年
か
ら
人
員
の
増
加
を

図
り
、
本
年
も
増
員
し
整
理

に
取
組
ん
で
い
く
。

Q
そ
の
整
理
を
い
つ
ま
で
に

な
さ
れ
る
の
か
？

A
計
画
中
で
あ
り
、
今
の
段

階
で
は
答
え
ら
れ
な
い
。

Q
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
で
ど
の

よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
か
？

A
市
内
全
園
に
説
明
を
し
、

３
分
の
２
の
施
設
が
保
育
や

園
内
研
修
に
セ
ン
タ
ー
職
員

派
遣
を
希
望
し
て
い
る
。

Q
子
ど
も
た
ち
の
力
を
伸
ば

す
幼
児
教
育
が
重
要
で
あ
る
。

浜
田
幼
稚
園
に
お
い
て
そ
れ

が
行
わ
れ
て
い
る
か
？

A
道
徳
性
や
規
範
意
識
を
意

識
し
な
が
ら
主
体
性
を
持
っ

て
遊
び
込
む
こ
と
が
で
き
る

環
境
設
定
に
努
め
て
い
る
。

Q
大
人
フ
ァ
ー
ス
ト
で
は
な

く
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
、
子

ど
も
の
育
ち
を
第
一
に
考
え

る
幼
児
教
育
を
進
め
て
ほ
し

い
が
考
え
は
？

A
公
開
保
育
な
ど
を
通
し
て
、

共
に
向
上
す
る
研
修
を
実
施

し
、
子
ど
も
の
育
ち
を
第
一

に
考
え
て
い
き
た
い
。
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岡本 正友

串﨑 利行

大谷 学

肥後 孝俊

働きがいも経済成長も

 産業と技術革新の基盤をつくろう

あさひ矯正施設の民間活力の継続を！

水稲栽培、中干し延長の普及を

浜田を自慢できる観光振興を

次世代エネルギー、水素関連企業の誘致を!

Q
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
の
官
民
協

働
の
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
の
施
設
運
営
の
入

札
が
来
年
の
春
ま
で
に
公
示

さ
れ
る
。
運
営
方
式
の
変
更

に
よ
る
民
間
部
門
の
見
直
し

か
ら
民
間
職
員
２
６
５
人
の

雇
用
と
地
域
経
済
へ
の
影
響

を
懸
念
す
る
が
認
識
を
問
う
。

A
開
設
に
よ
り
新
た
な
雇
用

の
創
出
や
税
収
入
、
消
費
拡

大
な
ど
多
く
の
波
及
効
果
や

出
生
数
の
増
加
に
よ
る
に
ぎ

わ
い
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

地
域
と
の
共
生
に
よ
る
連
携

取
組
で
「
文
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

や
「
楮
」
の
栽
培
、「
コ
ッ
ペ

パ
ン
」
学
校
給
食
提
供
な
ど

行
わ
れ
、
地
域
活
性
化
に
も

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
民
間
活
力
の
運
営

と
雇
用
の
維
持
を
要
請
す
る

な
ど
し
て
、
情
報
収
集
、
提

供
を
図
り
た
い
。

Q
政
府
は
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
は
、
中
干
し
の
延

長
期
間
を
延
ば
す
こ
と
が
有

効
だ
と
し
、
農
家
の
取
組
を

後
押
し
す
る
仕
組
み
を
整
え

る
と
聞
く
が
市
の
考
え
は
。

A
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と

し
て
国
が
認
証
し
、
取
引
を

可
能
に
す
る
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
の
新
た
な
方
法
論
と

し
て
、
中
干
し
期
間
の
延
長

が
承
認
さ
れ
た
。

Q
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、

農
家
の
収
入
源
に
も
な
る
よ

う
だ
が
、
制
度
の
詳
細
は
。

A
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
量
や
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
し
て
国
が
認
証
す
る
制

度
で
、
認
証
し
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
売
却
し
、
収
入
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
農
家
の
収

入
源
に
も
な
り
得
る
の
で
、

導
入
に
向
け
検
討
す
る
。

Q
コ
ロ
ナ
後
の
戦
略
は
？

A｢

石
見
神
楽｣

「
温
泉
」「
食
」

を
核
に
誘
客
を
目
指
す
。

Q
誘
客
の
重
点
地
は
ど
こ
？

A
特
に
定
め
て
い
な
い
が
客

数
の
多
い｢

ア
ク
ア
ス｣

や

「
畳
ヶ
浦
」
な
ど
の
海
浜
エ
リ

ア
を
考
え
て
い
る
。

Q
「
食
」
の
魅
力
と
し
て
の

「
は
ま
だ
お
魚
市
場
」
は
重
点

地
で
は
な
い
の
か
？

A
当
然
、
重
点
地
で
あ
る
。

Q
誘
客
の
重
点
地
へ
誘
導
す

る
道
路
上
の
案
内
標
識
に
不

適
切
さ
や
不
十
分
さ
を
感
じ

る
が
改
善
の
必
要
性
は
？

A
国
県
と
協
議
す
る
た
め
に

も
指
摘
部
分
も
含
め
た
見
直

し
に
向
け
点
検
す
る
。

Q
聖
地
巡
礼
が
盛
ん
。
他
地

域
同
様
に
映
画
「
天
然
コ
ケ

ッ
コ
ー
ロ
ケ
地
」
看
板
を
山

陰
道
沿
い
に
設
置
し
て
は
？

A
ま
ず
は
適
地
が
な
い
か
調

査
し
て
み
た
い
。

Q
政
府
は
６
月
に
水
素
基
本

戦
略
を
改
定
し
た
。
こ
れ
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
浜
田
市

に
水
素
関
連
企
業
の
誘
致
を

図
り
、
若
者
の
流
出
を
防
ぐ

所
得
向
上
の
手
段
と
し
て
は
。

A
政
府
は
今
後
 15
年
間
で
官

民
合
わ
せ
て
15
兆
円
を
投
資

す
る
計
画
と
し
て
、
水
素
の

供
給
量
を
今
の
６
倍
に
拡
大

す
る
方
針
と
さ
れ
た
。
水
素

は
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い

次
世
代
燃
料
と
し
て
期
待
さ

れ
、
火
力
発
電
所
、
燃
料
電

池
自
動
車
の
燃
料
と
し
て
活

用
が
想
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、

水
素
を
原
料
と
し
た
ア
ン
モ

ニ
ア
や
合
成
燃
料
な
ど
の
生

成
に
も
期
待
さ
れ
る
。

浜
田
市
と
し
て
も
可
能
性
が

あ
れ
ば
、
誘
致
し
た
い
と
思

う
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
国

と
大
手
企
業
の
実
証
実
験
段

階
で
あ
り
、
情
報
収
集
に
努

め
た
い
。
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Q
市
民
生
活
に
不
可
欠
な
路

線
の
廃
止
を
簡
単
に
認
め
、

存
続
を
諦
め
る
べ
き
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。

A
ま
だ
道
路
運
送
法
上
の
廃

止
手
続
き
は
さ
れ
て
い
な
い
。

地
元
説
明
会
で
の
声
を
踏
ま

え
、
存
続
の
可
能
性
の
検
討

を
依
頼
し
て
い
る
。

Q
運
転
手
不
足
解
消
に
必
要

な
待
遇
改
善
を
国
・
県
と
共

に
考
え
る
必
要
は
な
い
か
。

A
県
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て

国
・
県
に
対
し
運
転
手
を
確

保
す
る
た
め
、
事
業
者
が
実

施
す
る
労
働
条
件
改
善
へ
の

支
援
を
要
望
し
て
い
る
。

Q
市
長
は
石
見
交
通
社
長
と

会
い
、
住
民
の
声
を
直
接
伝

え
て
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

A
減
便
し
て
で
も
存
続
と
い

う
方
針
を
伝
え
て
い
る
。
状

況
を
踏
ま
え
、
直
接
頼
み
に

行
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
回
答
を
待
ち
た
い
。

沖田 真治

牛尾 昭

小川 稔宏

芦谷 英夫

住み続けられるまちづくりを

路線バスに代わる持続的な地域交通を

市民の生命・財産の保護は、どうするの

石見交通有福線は存続を基本に考えるべき

市民の期待に応える市役所の体制づくりを！

Q
路
線
バ
ス
有
福
線
全
便
廃

止
の
申
し
入
れ
を
受
け
、
地

元
住
民
は
、
ど
の
よ
う
な
方

針
が
示
さ
れ
る
か
不
安
を
抱

え
て
い
る
。
路
線
の
存
続
を

含
め
廃
線
と
な
っ
た
場
合
の

代
替
交
通
は
ど
う
す
る
？

A
乗
車
人
数
が
年
々
減
少
し

て
い
る
の
に
加
え
、
乗
務
員

不
足
を
理
由
に
存
続
は
困
難

と
判
断
さ
れ
た
。
路
線
廃
止

と
な
れ
ば
地
域
住
民
の
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
す
。
ま
ず
は

減
便
で
の
継
続
を
要
望
す
る
。

そ
の
上
で
継
続
が
で
き
な
い

場
合
は
生
活
路
線
バ
ス
や
予

約
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な

ど
を
検
討
す
る
。

Q
廃
線
の
場
合
、
市
の
独
自

事
業
で
あ
る
「
あ
い
の
り
タ

ク
シ
ー
事
業
」
を
地
域
と
連

携
し
て
進
め
る
べ
き
。

A
廃
線
と
な
っ
た
場
合
は
地

域
の
意
見
を
伺
っ
た
上
で
交

通
の
手
段
を
検
討
す
る
。

QQ
ミ
サ
イ
ル
に
よ
り
４
月
に

は
北
海
道
周
辺
、
５
月
に
は

沖
縄
周
辺
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が

発
令
さ
れ
、
皆
さ
ん
肝
を
冷

や
さ
れ
た
。
浜
田
市
の
場
合

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

A
国
か
ら
の
情
報
が
来
る
と

市
の
行
政
無
線
な
ど
に
連
動

し
、
市
民
の
生
命
を
守
る
行

動
を
促
す
。
次
に
、
市
長
を

長
と
し
た
対
策
本
部
を
立
ち

上
げ
、
国
・
県
と
連
携
し
、

避
難
・
救
援
な
ど
の
対
策
を

講
ず
る
。

QQ
今
年
度
美
川
小
学
校
な
ど

の
新
築
事
業
が
あ
る
が
、
シ

ェ
ル
タ
ー
を
併
設
し
て
は
。

A
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
望
ま
し

い
が
経
費
が
か
か
る
。

QQ
市
内
に
ク
マ
が
出
て
大
騒

動
で
あ
る
。
慣
れ
な
い
市
民

を
守
る
対
策
は
。

A
ク
マ
は
山
に
追
い
込
ん
だ
。

市
民
に
注
意
喚
起
を
促
し
て

い
る
。

QQ
職
員
の
中
途
退
職
者
が
多

い
が
、
対
策
は
ど
う
す
る
か
。

A
こ
こ
３
年
は
 15
人
か
ら
 18

人
と
多
く
、
業
務
の
遂
行
体

制
に
憂
慮
し
て
お
り
、
職
員

が
役
所
の
仕
事
に
魅
力
を
感

じ
、
や
り
が
い
を
持
て
る
よ

う
努
め
た
い
。

QQ
ト
ラ
ブ
ル
や
パ
ワ
ハ
ラ
は

な
い
の
か
。
健
全
な
職
場
運

営
に
ど
う
努
め
る
の
か
。

A
パ
ワ
ハ
ラ
の
防
止
に
努
め
、

職
員
一
人
一
人
が
お
互
い
に

人
格
を
尊
重
し
、
パ
ー
ト
ナ

ー
意
識
を
持
て
る
よ
う
な
職

場
に
し
た
い
。

QQ
多
く
の
行
政
計
画
づ
く
り

が
業
務
圧
迫
に
な
っ
て
い
る
、

見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

A
法
律
で
自
治
体
に
義
務
付

け
ら
れ
た
計
画
は
、
平
成
22

年
か
ら
の
10
年
間
で
１・５
倍

に
増
加
し
て
お
り
、
総
合
的

な
計
画
と
す
る
行
政
の
ス
リ

ム
化
な
ど
を
進
め
た
い
。
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上野 茂

村木 勝也

住み続けられるまちづくりを

担い手、農地、集落維持対策は？

防災情報取得に「気象情報等リンク集」を

QQ
高
齢
化
が
進
み
担
い
手
不

足
に
よ
る
農
地
、
集
落
維
持

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今

後
の
対
策
は
。

AA
水
稲
を
中
心
と
し
た
農
業

で
は
生
産
規
模
が
小
さ
く
、

収
益
性
の
低
い
こ
と
が
担
い

手
不
足
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
解
消
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
３
果
樹
振
興
作
物
に

加
え
有
機
野
菜
を
追
加
し
、

も
う
か
る
農
業
の
推
進
に
取

組
む
。

QQ
水
稲
か
ら
収
益
性
の
高
い

野
菜
へ
の
転
換
も
簡
単
に
は

い
か
な
い
。
作
業
性
の
悪
い

農
地
区
画
や
規
模
な
ど
、
条

件
の
悪
い
地
域
農
地
を
守
っ

て
い
る
。
農
地
（
圃
場
）
整

備
な
ど
の
対
策
は
。

AA
農
用
地
の
保
全
や
集
落
機

能
の
維
持
に
、
国
の
事
業
を

で
き
る
だ
け
活
用
し
、
地
域

や
集
落
ぐ
る
み
の
農
業
を
推

進
す
る
。

Q
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ
イ

ト
「
気
象
情
報
等
リ
ン
ク
集
」

の
効
果
は
？

A
「
気
象
情
報
等
リ
ン
ク
集
」

に
は
、
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
情
報
、

定
点
カ
メ
ラ
・
雨
量
・
河
川

水
位
・
ダ
ム
放
流
情
報
、
土

砂
災
害
、
台
風
、
地
震
、
津
波
、

な
ど
が
ま
と
め
て
あ
り
、
円

滑
に
サ
イ
ト
検
索
が
で
き
る
。

Q
こ
の
「
気
象
情
報
等
リ
ン

ク
集
」
を
出
前
講
座
な
ど
に

お
い
て
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ッ
プ
に
掲
示
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
。

A
非
常
に
有
効
な
情
報
取
得

方
法
と
し
て
周
知
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
身
近
な
公
園
整
備
基
本
方

針
に
係
る
防
災
意
識
確
認

・「
島
根
か
み
あ
り
国
ス
ポ
・

全
ス
ポ
」
に
係
る
施
設
整
備

に
競
技
団
体
と
の
連
携
と
石

炭
灰
の
利
活
用
の
促
進

布施 賢司

西田 清久

海の豊かさを守ろう

つくる責任 つかう責任

浜田港の利用促進と機能強化は必要だ！

空いている居住空間の積極的活用を！

Q
市
長
の
韓
国
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
の
訪
問
内
容
は
。

A
長
錦
（
シ
ノ
コ
ウ
）
商
船

本
社
で
は
、
航
路
維
持
と
取

扱
貨
物
量
の
増
加
に
向
け
、

週
２
便
化
を
要
望
し
、
関
係

企
業
団
体
に
は
浜
田
港
活
用

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

Q
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
に

向
け
た
誘
致
促
進
策
は
。

A
ク
ル
ー
ズ
業
界
に
精
通
し

た
外
部
専
門
員
の
協
力
と
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
見
据

え
石
見
神
楽
を
核
と
し
た
戦

略
で
、
欧
米
系
の
富
裕
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
外
国
船

の
小
型
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
船

を
誘
致
す
る
。

Q
浜
田
海
上
保
安
部
の
機
能

強
化
に
関
し
、
国
に
要
望
活

動
さ
れ
た
理
由
は
。

A
国
は
日
本
海
側
の
海
上
監

視
体
制
の
強
化
に
取
組
ま
れ

る
た
め
、
巡
視
船
の
増
強
な

ど
を
要
望
し
た
。

Q
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
数
増

に
向
け
て
の
現
状
課
題
は
。

A
空
き
家
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
大
規
模
改
修
を
要
す
る

物
件
も
増
。
移
住
検
討
者
に

地
理
的
条
件
や
希
望
購
入
価

格
な
ど
選
択
肢
を
数
多
く
提

供
し
、
促
進
を
図
り
た
い
。

Q
空
き
家
所
有
者
へ
の
意
向

確
認
な
ど
現
職
員
で
手
一
杯

な
ら
ば
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
活
用
す
る
考
え
は
。

A
登
録
件
数
が
増
え
れ
ば
、

職
員
の
事
務
量
も
増
え
る
中

で
、
空
き
家
の
掘
り
起
し
調

査
を
職
員
が
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
用
は
有
効
な
手
段
。
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Q
浜
田
市
管
理
住
宅
、
教
職

員
住
宅
な
ど
目
的
外
使
用
や

用
途
変
更
な
ど
緩
和
策
は
。

A
目
的
を
妨
げ
な
い
限
度
で

使
用
許
可
が
可
能
。
担
当
部

局
と
の
相
談
と
調
整
。
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が
、
市
と
し
て
の
支
援
は
？

A
水
稲
経
営
は
生
産
者
米
価

の
低
迷
、
農
業
資
材
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
利
益
が
出
な
い
。

集
落
営
農
組
織
間
の
広
域
連

携
を
進
め
て
お
り
、
セ
ン
チ

ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
の
吹
付
け
助

成
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
防
除

な
ど
で
支
援
し
て
い
る
。

Q
林
業
従
事
者
の
人
材
確
保

が
大
変
に
難
し
い
が
、
浜
田

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
組

ん
で
い
る
か
？

A
林
業
従
事
者
確
保
に
つ
い

て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
交

付
さ
れ
た
森
林
環
境
贈
与
税

を
活
用
し
、
木
工
職
人
の
雇

用
や
製
材
専
門
職
の
確
保
に

努
め
た
。
人
材
育
成
と
し
て
、

技
術
研
修
や
林
業
に
関
連
す

る
資
格
取
得
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。

Q
漁
業
者
３
人
の
方
の
聞
き
取

り
で
、
収
入
が
安
定
し
な
い
現

状
が
あ
り
、
漁
船
の
老
朽
化
に

伴
い
造
船
所
や
鉄
工
所
も
な
い

現
状
認
識
は
ど
う
か
？

A
県
と
連
携
し
て
、
認
定
新

規
漁
業
者
へ
の
自
立
給
付
金

の
支
給
を
始
め
、
漁
船
・
漁

具
の
取
得
支
援
を
制
度
化
し
、

収
入
の
安
定
化
を
図
る
。

携
に
よ
り
適
切
な
支
援
に
つ

な
い
で
い
る
。

Q
福
祉
部
門
と
労
働
部
門
と

の
連
携
や
商
工
会
議
所
と
の

障
が
い
者
雇
用
推
進
に
関
す

る
協
定
に
つ
い
て
考
え
は
？

A
労
働
部
門
と
の
連
携
が
で

き
て
い
な
い
の
で
市
の
内
部

で
図
り
た
い
。
商
工
会
議
所

か
ら
優
良
事
業
所
の
紹
介
を

受
け
て
い
る
。
就
職
先
拡
大

に
向
け
連
携
を
図
り
た
い
。

Q
市
内
の
社
会
医
療
法
人
で

取
組
ま
れ
て
い
る
「
伴
走
型

就
労
支
援
」
と
い
わ
れ
る
Ｉ

Ｐ
Ｓ
手
法
の
取
組
に
対
す
る

市
の
関
わ
り
は
？

A
令
和
４
年
度
の
障
が
い
者

就
職
の
60
・
５
％
が
精
神
障
が

い
の
方
で
、
就
労
支
援
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

精
神
障
が
い
以
外
の
障
が
い

種
別
へ
の
拡
大
も
課
題
。
就

労
支
援
部
会
で
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
取

組
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

Q
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
を
活
用
し
た
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
？

A
相
談
支
援
を
統
括
す
る
体

制
が
整
わ
ず
、
申
請
に
至
っ

て
い
な
い
が
協
議
し
た
い
。

Q
産
業
建
設
委
員
会
で
は
浜

田
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
関
係
者
、
漁
業
関
係
者
、

林
業
関
係
者
と
、
現
状
と
課

題
と
問
題
点
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

農
業
関
係
で
、
現
在
の
農
地

（
圃
場
）
整
備
は
約
40
年
前
に

整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
生
産

性
や
効
率
性
の
面
か
ら
大
型

機
械
に
対
応
で
き
な
い
農
地

が
多
い
が
、
市
の
今
後
の
対

応
は
？

A
圃
場
整
備
は
土
地
改
良
法

に
基
づ
き
、
農
道
や
用
排
水

施
設
な
ど
の
基
盤
整
備
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
市
に
お
い

て
は
弥
栄
地
域
の
安
城
地
区

で
約
30
㌶
、
杵
束
地
区
で
約

26
㌶
を
計
画
し
て
い
る
。

Q
水
稲
で
時
間
が
か
か
る
水

管
理
、
畦
畔
の
草
刈
り
、
鳥

獣
対
策
が
人
手
不
足
で
あ
る

Q
障
が
い
者
の
雇
用
対
策
の

現
状
は
？

A
浜
田
圏
域
自
立
支
援
協
議

会
の
専
門
部
会
で
あ
る
就
労

支
援
部
会
を
設
置
し
関
係
機

関
と
連
携
し
、
障
が
い
者
雇

用
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

Q
 18
歳
か
ら
 64
歳
の
障
が
い

者
１
，４
３
４
人
の
う
ち
働
い

て
い
る
人
、
働
い
て
い
な
い

人
の
現
状
把
握
は
？

A
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
令
和
４

年
６
月
１
日
現
在
、
浜
田
管

内
で
２
３
４
人
。
令
和
４
年

度
の
新
規
就
労
申
込
者
数
は

１
９
６
人
と
聞
い
て
い
る
。

Q
就
労
支
援
部
会
で
は
就
労

を
希
望
す
る
人
の
就
労
状
況

の
把
握
や
、
相
談
機
関
に
相

談
で
き
な
い
人
の
実
情
な
ど

は
話
さ
れ
て
い
る
か
？

A
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

や
相
談
支
援
事
業
所
と
の
連

田畑 敬二

小川 稔宏

浜田の第一次産業の未来は？

障がい者雇用推進に向けた就労支援の強化を！

産業建設委員会

福祉環境委員会

浜田障害者就業・生活支援センター

弥栄町の圃場整備該当地域

【委員会代表質問とは】
浜田市議会において令和４年６月から導入しました。個人一般質問と違い、委員会を
代表する議員が委員会の総意として質問します。３常任委員会の専門性を生かし、委
員会の行政視察や調査・研究を踏まえた、多角的な視点からの質問ができます。より
厚みのある政策提案につながることに期待しています。

委 員 会
代 表 質 問
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第11回

―
―
今
福
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
は
ど
う
い
っ
た
組
織
構
成

で
す
か
？

岩
﨑　
町
内
会
や
地
域
団
体

代
表
者
な
ど
31
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
業

振
興
部
会
、
農
地
保
全
課
題

解
決
部
会
、
交
流
・
健
康
・

福
祉
部
会
、
防
災
・
防
犯
部

会
、
交
通
・
見
守
り
部
会
の

五
つ
の
部
会
が
あ
り
ま
す
。

―
―
そ
の
中
の
「
お
て
ま
や

さ
ん
」
は
ど
ん
な
活
動
で
す

か
？

岩
﨑　
交
流
・
健
康
・
福
祉

部
会
の
中
の
活
動
で
、
主
に

は
高
齢
者
世
帯
で
す
が
、
お

手
伝
い
を
必
要
と
さ
れ
る
ご

家
庭
な
ど
の
草
刈
り
や
庭
木

枝
切
り
、
片
付
け
な
ど
、
暮

ら
し
の
中
で
の
困
り
事
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
で
15
年
続
い
て
い
ま
す
。

―
―
活
動
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

岩
﨑　
公
民
館
（
現
在
の
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）
は
地

域
住
民
の
集
い
の
場
、
寄
り

ど
こ
ろ
で
し
た
。
そ
こ
で
世

間
話
を
す
る
中
で
、
困
り
事

や
ア
イ
デ
ア
を
頂
き
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。
補
助
金
で

背
の
高
い
脚
立
を
購
入
し
た

こ
と
も
き
っ
か
け
の
一
つ
で

す
。

―
―
お
て
ま
や
さ
ん
と
し
て

活
動
さ
れ
る
方
は
ど
ん
な

方
々
で
す
か
？

岩
﨑　
今
福
地
区
内
の
各
町

内
会
の
方
で
す
。
町
内
の
方

な
の
で
、
頼
み
や
す
い
し
頼

ま
れ
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

今
福
地
区
は
昔
か
ら
「
助
け

合
お
う
精
神
」
が
根
付
い
て

い
た
の
で
、
継
続
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
利
用
者
さ
ん
は
喜
ば
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
1
人
で

は
大
変
で
す
も
の
ね
。

岩
﨑　
特
に
高
齢
者
世
帯
か

ら
、「
困
っ
て
い
た
遊
休
農

地
の
草
刈
り
を
相
談
し
た
ら
、

す
ぐ
に
き
れ
い
に
刈
り
取
っ

て
い
た
だ
き
、
大
変
助
か
り

ま
し
た
」
と
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

助
け
合
お
う
精
神
を
大
切
に

世
間
話
か
ら
生
ま
れ
た
今
福
お
て
ま
や
さ
ん

〜
支
え
合
う
、
い
ま
・
福
の
あ
る
里
づ
く
り
〜

今
福
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

会
長	

岩
﨑
　
敏 

さ
ん

今
福
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長	

遠
藤
　
正
嗣 

さ
ん

防災や見守りをはじめ、いざというときに互いに支え
合う地域力の強化が求められています。第11回の市民
対談では、地域の困り事の解決に向け精力的に取組ま
れている金城町今福地区の活動について伺いました。

（インタビュアー：村武　まゆみ）
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―
―
若
い
方
の
地
域
活
動
へ

の
参
加
が
少
な
い
と
い
う
課

題
を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
い
で
す
が
、
今
福
で
は
ど

う
で
す
か
？

岩
﨑　
若
い
男
性
の
グ
ル
ー

プ
の
「
わ
か
す
け
」
が
各
種

の
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
「
ゆ
る
り
」

と
い
う
子
育
て
世
代
の
女
性

の
活
動
も
あ
り
ま
す
。
子
育

て
が
あ
り
一
人
で
は
難
し
い

け
ど
、
み
ん
な
と
一
緒
な
ら

で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
手
作
り
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
作
っ
て
、
も
や
い
市

で
販
売
す
る
な
ど
楽
し
み
な

が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
へ
の
参
加
を
無
理
強
い

す
る
の
で
は
な
く
、
無
理
な

く
楽
し
く
地
域
と
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
も
や
い
市
に
毎
回
来
て

く
れ
る
県
立
大
学
生
も
い
る

ん
で
す
よ
。
と
て
も
嬉
し
い

で
す
ね
。

―
―
セ
ン
タ
ー
と
ま
ち
づ
く

り
が
一
体
と
な
り
、
素
晴
ら

し
い
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

岩
﨑　
今
年
11
月
に
第

39
回
地
域
づ
く
り
団
体

全
国
研
修
交
流
会
島
根

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

浜
田
市
の
会
場
が
今
福

で
、
活
動
発
表
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
全

国
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
が
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
皆
さ
ん
で
力
を
合

わ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
関
係
で
、
昨
年
か
ら
始

ま
っ
た
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー

事
業
で
も
、
同
乗
さ
れ
る
方

を
探
し
た
り
、
運
行
調
整
役

も
担
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

―
―
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
の
に
、
セ
ン
タ
ー
と

し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

遠
藤　
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、

地
域
の
方
か
ら
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
職
員
と

一
緒
に
学
び
の
場
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
方
が
自

発
的
に
ア
イ
デ
ア
を
考
え
た

り
、
動
い
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
ま

ち
づ
く
り
の
活
動
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

―
―
地
域
全
体
で
助
け
合
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
す
ね
。
朝

市
も
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
ね
。

岩
﨑　
な
い
も
の
は
自
分
た

ち
で
創
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
8
年
前
に
地
域
に
あ
っ

た
ス
ー
パ
ー
が
閉
店
し
た
こ

と
か
ら
、「
も
や
い
市
」
と

い
う
朝
市
を
月
に
２
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
中
山
間

今
福
も
や
い
の
会
で
月
に
２

回
お
買
い
物
バ
ス
「
も
や
い

号
」
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
買
い
物
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
脳
を
活
性
化
す
る

介
護
予
防
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
や
ほ
っ
か
ほ
っ
か
会
と
い

う
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
を
す
る

活
動
も
あ
っ
て
、
地
域
の
特

産
品
を
地
域
で
学
び
、
も
う

か
る
農
業
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

―
―
今
福
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
た
よ
り
6
月
号
で
も
も

や
い
市
や
お
て
ま
や
さ
ん
な

ど
の
活
動
の
様
子
を
拝
見
し

ま
し
た
。

遠
藤　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
か
ら
地
域
の
皆
さ
ま
へ
情

報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
と
は
密
接

な
い
も
の
は
自
分
た
ち
で
創
る

右：岩﨑　敏（いわさき　さとし）さん
浜田市役所職員、今福公民館館長、今福まちづく
り委員会会長就任３年目。

左：遠藤　正嗣（えんどう　せいじ）さん
島根県農業共済組合退職後、今福公民館館長、今
福まちづくりセンターセンター長。

楽
し
く
未
来
へ
つ
な
げ
る前回この市民対談で紹介した浜田ろう学

校中学部２年生の佐々岡希花（ささおか
ののか）さんが７月に台湾、台北にて開
催された「第１回 世界ろう者ユース選手
権」の女子シングルスで優勝され、女子
ダブルス、混合
ダブルスでもメ
ダルを獲得され
ました。
日々のたゆまぬ
努力あってのこ
とでしょう。心
か ら 祝 福 し ま
す。おめでとう
ございます。
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地域井戸端会を５月から６月にかけて市内28カ所で開催しました。延べ200人の方にご参加いただき誠にあり
がとうございました。当日は、用意したテーマに基づいた意見交換や自由な意見交換などで、地域への思いや
課題を住民と議員が情報共有しました。

・楽しめる体験活動に対しソフト事業で助成して
ほしい

・まちづくりに新しい視点を取り入れるべく子ど
もたちに関わってもらえるようにする

・親子で参加するイベントなど、地域を賑やかに
する仕掛けが必要ではないか

・地域活動を企画しても送迎に課題がある

・真剣に向き合ってくださりありがとうございました。
・とても楽しく話ができた。市議さんと話ができたのが良かった。初めて話す人だったので新鮮でした。
・意見が言えて、受け入れてもらって良かった。定期的に開催されても良いと思う。
・意見交換する中で、議員を身近に感じられた。
・現役世代が参加できる方法、内容を検討いただきたい。

頂いたご意見への回答は、各会場に掲示します。また、浜田市議会ホームページにも掲載しています。

・農業耕作放棄地の管理対策を考えてほしい
・林業関係は給与面が生活していくのに厳しく若
い人がいない

・腰を据えた農業施策事業をやってほしい
・米価においてコストが価格に反映されない
・圃場整備を進めてほしい
・漁業の規制が厳しい

・身体の健康も大事だが心の健康が心配
・認知症予防対策が進んでいないと感じる
・社協のコーディネーターがおられなくなり健康
づくりが停滞している

・医師確保の予算をもっと増やしてほしい
・塩分摂り過ぎにならないような食事の体験や意
識付けが必要

・浜田駅ロータリーの駐車場が少ない
・所得格差で地域に人が帰ってこないから生活基
盤を上昇できる政策を

・地域共通商品券が２種類あり使いにくいため使
う側の意見も聞くべき

・浜田港にかなりの投資をしているようだが、近
年の漁獲高減少や市場に不安がある

子どもたちと地域の関わりについて

農業・林業・漁業の問題点と希望について

健康について

自由意見

いただいたご意見を紹介します

参加された方の感想

地域井戸端会を開催しました
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第3回第3回 ははままだだ市市民民一一日日議議会会
!!!!

日時
令和５年

10月22日（日） 午後２時から

会場
浜田市議会
本会議場（浜田市役所5階）

発言
定員 10人

※応募者多数の場合、初めて申し込まれる方を優先し、抽選を行います。
※詳細は折り込みのチラシをご覧ください。

ぎかいポストに寄せられた意見へ回答

全てのご意見・ご要望と回答はHP上で公開しています。各まちづくりセンターに、意見・ご要望用紙を
「ぎかいポスト」とともに設置しておりますのでご投函ください。ウェブからも受け付けております。

浜田市陸上競技場の駐車場が少ない。小学校の陸上大会の観戦の際車が入れられない。

宮城県栗原市では、障がい者自立支援センターの就労支援として県、市、支援センターに加え地
場スーパーマーケットと協働で買い物困難地域の支援を行っている。障がいのある方々の働く場
の提供にもなっている。浜田市でもこのような取組をされてはどうか。

駐車スペースの不足については課題があると認識しております。まずは、浜田駅周辺の有料駐車場
や公共交通機関の利用もご検討いただければ幸いです。公共施設整備などの審議においては、全体
的な公共施設の整備計画に配慮しながらも、利便性の向上が図られるよう強く意識して、市に働き
掛けてまいります。	 （総務文教委員会）

●ご提案ありがとうございます。栗原市が始める事業は、就労支援と買い物支援を両立しようとす
る斬新な手法であり、当市においても参考にしたいと思います。	 （総務文教委員会）

●全国的な課題である買い物困難者の解決と障がい者就労支援とをつなぐ取組は有効と考えます。
福祉環境委員会では「就労支援を含めた障がい者支援について」取組課題として調査・研究を進
めており、市民が暮らしやすい社会の実現に向け提言作成の参考にさせていただきます。

		  （福祉環境委員会）

ご意見・ご要望

ご意見・ご要望

対応経過及び結果

対応経過及び結果

13



レポート
総務文教委員会

産業建設委員会

福祉環境委員会
提言を経て条例制定

観光関連事業者と意見交換

市内９事業所を訪問
市は平成20年に制定した「浜田市人権宣言尊
重都市宣言」などに基づいて人権尊重の理念
の普及に取組んでいますが、社会経済情勢や
時代の変化の中で情報化によりネットでの誹
謗や中傷など新たな人権問題が生じるに至り、
市や市民、事業者の責務を明確にして互いの
人権を尊重し多様性を認め合う社会の実現を
目指す条例の審査を行いました。
当委員会としても、市による作業開始に先立っ
て令和３年11月から論議を開始し、取組課題
を「多様性社会の推進」と定めて計12回の論
議を重ねて ｢社会背景｣
や「浜田らしさ」「社
会の構成者としての責
任と自覚」の表現に加
え「相談体制」や「教
育や啓発の促進」「審
議会」の在り方の６項
目を市に提言書として
提出し、条例の制定に
関わりました。

当委員会では市内の産業関係者と意見交換会を行っています。６月には観光関連業（旅行業、運送業、旅
館業）の方から、現状や問題点・課題、必要とされる支援や関わりについてお話を伺いました。
現在では、コロナ前に比べかなりの程度で回復し、個人旅行から団体旅行へと変化が進み、施設整備の遅
れや従業員の不足により受け入れ困難な場合もあり課題を感じておられました。また、インバウンドの加
速に対応できるＰＲの強化策や他市の行っている新たな施策（若者を活用しての情報発信）などが望まれ
ました。浜田市の観光戦略として「ターゲットは高齢者だが若者の爆発的な動きは見逃せない」「観光産業
の伸びしろは海外へのコマーシャル」などの意見がありました。
以上は意見交換会で取り上げられた内容の一部です。ご参加の皆さまからの貴重なご意見を委員会活動の
参考とさせていただきます。

当委員会は、今期の取組課題を「就労支援を含め
た障がい者支援について」と設定し、次の通り体
系的に調査研究を行っております。
【１、２月】島根県立浜田高等学校定時制課程・通
信制課程、島根県立ろう学校、島根県立浜田養護
学校との意見交換
【２月】総社市および東大阪市へ事例研究視察
【３月】委員会代表質問（取組課題について）
【３月】実際に就職相談をされている事業所、職業
訓練をされている就労支援機関との意見交換
【５月】企業などにおける障がい者支援に関して、
２人３班で構成したチームで、１班が３事業所、合
計市内９事業所と意見交換
【６月】３月に引き続き、委員会代表質問
なお、６月定例会議において、当委員会の所管事
務調査として、「地
方税統一二次元コー
ド導入見送りの経
過」「水道の休止件
数」を調査しました。
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委員会活動
議会改革推進特別委員会 協働のまちづくり推進特別委員会
議選監査委員の必要性を確認 中間支援に関する勉強会を実施

議員選出監査委員の役割と必要性の議論を重ね
てきましたが、６月22日の委員会で引き続き必
要であると全会一致で確認しました。監査業務
と議会をつなぐ仕組みとして、決算審査を行う
定例会議初日の全員協議会で議選監査委員から
監査意見書などの説明を受ける形でフィードバッ
クを検討しています。また、監査委員の任期や
選出方法も引き続き検討します。
議会におけるＩＣＴの活用と推進では、現在、議
会事務局から議員への連絡などはメールで行っ
ていますが、アプリの活用による業務の効率化
を検討しており、事務局の協力を得て各会派で
研修を行いながら進めていきます。また、電子
採決システムについては、県内６市で導入され
ており、今後必要性も含め、導入について検討
していきます。

これまで当委員会での取組で得た知見を提言に
結び付けるため、協働のまちづくり推進に向け
た中間支援の必要性についての勉強会を開催し
ました。講師は滋賀大学経済学部教授の横山幸
司氏で「地域の改革と中間支援（コミュニティ・
協働支援）」と題して、オンラインによる手法で、
講演と質疑応答の時間を頂きました。
さまざまな地域の行政や自治組織と関わる中で
実際に取組まれた「地域の活動棚卸しシート」
などの興味深いお話を拝聴し、まちづくりに対
する新たな視点も得られました。

「浜田市議会石見神楽振興議員連盟」を設立し
浜田の「宝」を守る!
浜田市には、50以上の神楽団体が存在しますが、この石見神楽は1970年大阪万博を契機に世界へその存在をアピー
ルされました。そして半世紀の歴史を経て2019年には浜田で生まれた石見神楽産業などを含めたストーリー「神々や
鬼たちが躍動する神話の世界～石見地域で伝承される神楽～」として日本遺産に認定されました。その後さらなる飛
躍に向けて、令和４年７月には石見神楽としては初の国立劇場公演を成功させました。市長も日本遺産石見神楽を全
国に向けてアピール、本物は浜田にあるとして神楽産業の育成や神楽振興の必要性を提唱されています。
浜田市の宝である石見神楽には、六調子・八調子の二本の流れがありますが、それぞれに魅力があります。浜田市議
会としても、浜田市が世界に誇る石見神楽を後世にしっかりと継承する施策を検討するとともに、石見神楽を支える
石州半紙、神楽面、蛇胴、衣裳などの神楽産業の浜田市文化財指定、観光戦略の核としての取組支援など、総合的な

振興策に対して全力で応援するため石見神楽振興議員連盟を令和５年１月16日に設立
しました。主な取組項目として「次世代につなぐ後継者育成」「石見神楽産業の市文化
財指定」「各地域神楽協議会の連合化」「石見神楽伝承施設検討提言」そして「石見神
楽振興基本条例制定」などの議論を進めています。ちなみに参加議員は議長も含め全
員という議会の本気度を感じていただければ嬉しいです。

はまだ議会
ニ ュ ース
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　こんにちは。議長の笹田です。
　７月７日に浜田市、益田市、大田市、江津市の各正副議長、事務局長で構成する「石
見四市議会議長会」が設立されました。「市政にかかる課題・懸案事項について」「議
会運営にかかる課題・懸案事項について」「四市議会の情報共有および交流について」

の３点を協議事項とし、開催は各市持ち回りで年に２回行います。しっかりスクラムを組んで石見全体の活性
化につなげていきたいと考えています。
次に６月定例会議で追加提案された補正予算（第３号）の「通学手段確保支援事業」については、５月、６月
に行われた地域井戸端会でのご意見を市へ提案し、事業化されたものです。今回の地域井戸端会は、私も17ヵ
所で市民の皆さんのご意見を伺ったとこ
ろです。地域井戸端会については、より
良い広報広聴活動になるように引き続き、
協議します。これからも市民に寄り添い、
信頼され、必要とされる議会となるように、
引き続き21人の議員が一丸となって取組
みます。
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８月１日発行の23号はご覧いただけましたで

しょうか。miniは浜田市議会ホームページに

ウェブ版として掲載していますので、ぜひご

覧ください。

次号は10月１日に発行予定です。

はまだ議会だより

miniも
見てね

・９月１日㈮　開会
・９月４日㈪～７日㈭　一般質問
ぜひ傍聴にお越しください。
※変更になる場合があります。

9月
定例会議の

予定

表紙について

三隅町出身の高浦浩さんの作品「響く」（一部分）を
お借りしました。浜田市に寄贈された本作品は、先
般、世界こども美術館で行われた「郷土のチカラ展」
でも展示されました。地元にも素晴らしいアーティ
ストがたくさんおられますね。９月末までは、森と
あそぶアート展を同館にて開催中。 次号（Vol.71）は委員改選の内容も踏まえ12月１日

発行予定とさせていただきます。

議長からのメッセージ


